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▲ 帆引き船ＰＲの原動力
　今年は、「霞ヶ浦帆引き船模型」が、県
工芸品指定、市推奨品「湖山の宝」に認
定されるなど、改めて帆引き船が注目さ
れた年でした。しかし、なんといっても
帆引き船の魅力を広く伝え続けているの
が、今年で 9 回目を迎えた「霞ヶ浦帆引
き船フォトコンテスト」です。上位に入賞
したすばらしい写真をご紹介します。
　　　　　　　⇒ p18「街のわだい」
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「芽が出る」と縁起物　水田の青い宝石！

クワイ

　「芽が出る、めでたい」にかけて縁起物の野菜とし
て正月のおせち料理などに登場します。県内唯一の生
産部会として、JA 土浦霞ヶ浦クワイ生産部会が 7 人
で市場へ出荷しています。主な品種は青クワイと呼ば

れ、収穫後のつやのあ
る青銅色はまるで宝石
のよう。
　揚げて塩を振るだけ
でもおいしいですが、
煮物やおろし揚げ、薄
く切ってクワイチップ

スにするなどの調理法があります。
■出荷時期：11 月～ 12 月
問 JA 土浦霞ヶ浦南支店　☎ 029-897-0583

直 所 情売  報
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耕作放棄地解消の一躍を担
う梅の新品種“露茜”の苗
の作付が始まりました。“露
茜”は梅酒やジュースにす
ると果汁まできれいな紅色
になるのが特徴の梅です。
（11 月 20 日）

千代田カントリークラブにて
地域農業講演会が開催されま
した。参加した商工農業など
の関係者はコーソー経営研究
所の後久博所長から農業のブ
ランドアップについてヒント
を学びました。（10 月 29 日）

地域農業ブランド発展のきっかけを学ぶ真っ赤な実を結ぶ“露茜”の作付はじまる

自慢の旬の味覚！！そろってます。

■市活性化センター生産物直売所

宍倉 6343-2（宍倉出張所隣）9:30 ～
㊡月曜日 ､12/28､1/1　☎ 029-831-6511

■サンフレッシュ霞ヶ浦店（JA 土浦）

深谷 3467-4　9:30 ～ ㊡水曜日（23・30 日は休
まず営業）、12 月 31日～ 1/6 ☎ 029-897-0682

■ふるさと出島の会

西成井 1938-3  10:00 ～ ㊡月曜日（21・28 日
は休まず営業）､1/1 ～ 1/5 ☎ 029-898-2855

■農産物直売所（JA 茨城千代田）

稲吉 2-19-25　9:00 ～
㊡ 12/31 ～ 1/5　☎ 029-834-8831

■花
はな

野
や

果
か

（JA 茨城千代田）

下稲吉 2633-14　9:30 ～
㊡ 12/31 ～ 1/5　☎ 0299-37-7502

■市生産物直売所

坂 4784 番地先（歩崎公園内）9:00 ～
㊡月曜日 ､12/31～ 1/3 ☎ 029-896-1247

※水産加工品中心の直売所です

※お求めのものがない場合がありますのでご了承ください。

冬の果樹狩りの定番！

イチゴ

　千代田地区は 50 軒もの観光果樹園が広がる「果樹
のふるさと」です。千代田果樹観光協会のイチゴ農園
では、12 月 18 日からイチゴ狩りをスタートしてい
ます。甘くておいしいイチゴは、ビタミンＣが豊富
で、5 ～ 6 粒で１日の所要量を摂取できます。団体客
も多いので、電話で問い合わせてから行きましょう。
市内では、霞ヶ浦湖岸苺出荷組合などでも出荷してい
ます。
■摘み取り料金：1,575円、3 歳～小学生1,260円（1月までの料金）

■摘み取り時期：12 月～ 5 月　問観光商工課　☎内線 2524

「見通しがきく」と縁起物　収穫の最盛期！

レンコン

　日本一の産地を誇る霞ヶ浦沿岸のレンコン。霞ヶ浦
地区は県の銘柄産地指定を受けた一大生産地です。穴
があり見通しがきく縁起の良い食べ物とされるレンコ
ンは、栄養価が高く、カリウムは 100 グラム当たり
2.1 グラムあり、成人 1 日の摂取量に匹敵します。シ
ャキッシャキッとした歯ごたえが特徴で、煮物、天ぷ
ら、ハンバーグをはじめ、たくさんの郷土料理に使わ
れます。市内のＪＡや直売所などでお求めください。
■出荷時期：通年　問農林水産課　☎内線 2507

味
-AJI-な

かわいらしく、ステキなお酒

霞恋  かれん

　市は、県内有数のブルーベリーの産
地。豊富に含まれるアントシアニンは目
にやさしく老化防止などとしても脚光を
浴びています。「霞恋」は、自然に限り
なく近い栽培手法で育った果実を手摘み
して出来た体にやさしいお酒です。ロッ
クやソーダ割りの相性が◎。
■内容量：500ml　■アルコール分：12 度
■価格：1,000 円（税込）
問農林水産課
☎内線 2504

  リキュールは
  主に果実酒のこと。
  お酒は 20 歳になってから。

農産加工品　市焼酎づくり推進協議会

東京都中央卸売市場食肉市場で「第 50 回関東肉牛枝肉共
進会」（10 月 23 日）が行われ、下稲吉の木村四郎さん
が和牛の部で見事最優秀賞の農林水産大臣賞を受賞しまし
た。（写真左、修さんと）和牛の部には、関東 6 県から選
抜された 36 頭が、交雑種の部には 14 頭が出品され、県
ごとに６頭で審査される団体の部では、茨城県が５年連続
の優勝となりました。
木村さんは、40 年以上肥育牛に携わっており、平成 7 年
の肉用牛共進会でも農林水産大臣賞を受賞しています。

ブルーベリーリキュールが完成！ 木村さんの常陸牛が農林水産大臣賞に！

12 月18 日
市内酒販店で発売開始！
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ワクチン を 接種できる　   　医療機関 と 助成制度 を 紹介

石岡市医師会病院 大砂 10528-25 0299-22-4321

石岡第一病院 東府中 1-7 0299-22-5151

石岡ひかりクリニック 東大橋 1898-5 0299-26-8055

岡崎内科医院 府中 1-3-21 0299-22-2014

川並クリニック 府中 2-6-15 0299-22-3301

グリーンクリニック 柿岡高山 1547-7 0299-36-4120

ごとう内科　 石岡 1-14-1 0299-36-0510

山王台病院 東石岡 4-1-38 0299-26-3130

杉並クリニック 杉並 2-2-19 0299-27-6700

関クリニック 府中 3-1-7 0299-23-8300

芹澤医院分院 石岡 3165-17 0299-22-2035

滝田内科歯科クリニック 柿岡 1974 0299-43-0019

友部整形外科 南台 3-34-5 0299-26-2339

藤井内科クリニック 鹿の子 2-1-36 0299-35-5005

府中クリニック 府中 5-11-1 0299-22-2146

八郷整形外科内科病院 東成井 2719 0299-46-1115

吉川医院 柿岡 3297 0299-43-0018

石岡市の医療機関（カナ順）

あおき内科クリニック 木田余 1646-3 029-825-8181

あくつ整形外科 ･内科 中荒川沖町 25-6 029-841-4665

天川クリニック	 天川町 1-28-12 029-822-0844

荒川沖クリニック	 北荒川沖町 8-30	 029-841-7755

荒川沖診療所	 荒川沖南区 101	 029-843-0859

飯村耳鼻咽喉科医院	 中央 1-11-20 029-821-0563

石井内科クリニック	 右籾字宮塚 2626-66 029-841-6125

石川クリニック	 大町 12-3	 029-821-2587

石川小児科医院	 中央 1-7-14	 029-821-0120

石原小児科	 大岩田 1768	 029-826-1617

岩本クリニック 上高津 473 029-826-6360

宇津木眼科 富士崎 1-16-14 029-823-4160

大石内科クリニック	 大岩田 2472	 029-835-0014

大塚クリニック	 神立中央 3-9-1 029-832-7555

おおつ野こどもクリニック おおつ野 8-2-18 029-828-2580

岡田整形外科クリニック 木田余 1646-1 029-825-3377

尾﨏眼科クリニック	 永国 1111-2 029-825-2727

小原内科医院	 中央 2-4-31	 029-821-1015

叶多内科医院 桜ヶ丘町 28-41 029-826-1566

烏山診療所 烏山 2-530-386 029-843-0331

神立病院	 神立中央 5-11-2 029-831-9711

きし整形外科・内科 大和町9-2ウララ２-303 029-825-5200

木戸医院	 乙戸南 3-8-12 029-841-1753

来栖医院	 藤沢 1178-2	 029-862-5188

黒井整形外科医院	 飯田 2641	 029-826-2210

外科・内科　天の橋立	天川 2-108-647 029-835-0333

結束耳鼻咽喉科医院	 大町 7-19	 029-821-0222

県南病院	 中 1087	 029-841-1148

国立病院機構　霞ヶ浦医療センター 下高津 2-7-14 029-822-5050

後藤外科・胃腸科	 並木 1-2-43	 029-821-6895

小林医院	 神立中央 3-10-1	 029-831-6688

酒井小児科医院	 中高津 3-2-9	 029-824-7620

佐賀医院	 桜町 4-4-19	 029-821-0357

櫻井内科医院	 中央 2-16-21	 029-821-0356

さくら内科クリニック 桜町 3-14-18 029-835-3233

佐藤小児科医院	 桜町 3-14-18	 029-822-0251

柴田マタニティクリニック	桜町 4-13-20	 029-821-0154

耳鼻咽喉科よしだクリニック 荒川沖 420-1	 029-841-3387

しほう医院 宍塚字長町 1998 029-823-9511

常陽医院	 城北町 14-4	 029-822-6594

鈴木胃腸科クリニック	 中荒川沖町 824-15	 029-841-7711

鈴村医院	 大町 8-7	 029-821-0174

染谷小児科	 大和町9-2ウララ2-306 029-825-3121

高野医院	 荒川沖西 2-12-2	 029-841-0154

高橋クリニック	 板谷 6-651-19	 029-831-7121

高安クリニック	 立田町 1-22	 029-822-8201

田谷医院	 生田町 3-27	 029-823-2636

中央大祢整形形成外科	中央 2-9-2	 029-821-0220

塚田整形外科	 桜町 3-9-20	 029-824-1111

塚原医院	 桜町 3-7-15	 029-821-0404

筑波東病院	 乙戸 57-1	 029-843-2121

つくばメンタルクリニック 港町 1-7-15 029-826-3883

土浦協同病院	 真鍋新町 11-7	 029-823-3111

土浦厚生病院	 東若松町 3969	 029-821-2200

土浦中央クリニック	 城北町 6-18	 029-835-0200

土浦皮膚科医院	 大和町 9-2ウララ2-302 029-824-2298

土浦産婦人科	 中央 1-14-22 029-821-0068

つちうら東口クリニック 有明町2-31関鉄土浦ビル４階 029-825-7880

土浦港町クリニック	 港町 3-30-23 029-825-2200

鶴町医院	 中央 1-1-11	 029-821-2368

鶴町皮膚科クリニック	 荒川沖西 1-17-4	 029-842-3046

都和病院	 西並木 3690	 029-824-3434

東郷クリニック	 荒川沖東 3-19-30 029-843-7770

友常医院	 中央 2-14-9 029-824-2718

永井医院 乙戸町 921-3 029-842-3826

中山産婦人科医院	 川口 1-1-14	 029-822-3852

新治診療所	 下坂田 2013-1 029-862-4668

額賀医院 富士崎 1-7-25 029-821-5748

野上病院	 東崎町 6-8	 029-822-0145

萩原同仁クリニック	 神立中央 5-24-25 029-832-2111

橋本産婦人科医院	 東並木町 576	 029-822-5541

東口皮膚科	 港町1-7-3 小島ビル2階 029-821-6410

久松医院	 桜町 1-13-5	 029-821-0405

久松耳鼻咽喉科医院	 中央 2-4-21	 029-821-6002

久松耳鼻咽喉科皮フ科医院	 中央 1-12-22	 029-821-0574

日高耳鼻咽喉科医院	 川口 2-1-17	 029-821-0651

日立製作所　土浦診療健診センタ 神立東 2-27-8	 029-831-5830

ひろたこどもクリニック 文京町 11-3 029-827-4150

松橋医院	 神立中央 1-15-2 029-831-7331

松永医院	 中高津 3-11-15 029-823-7771

松本内科医院	 中村東 3-1-20	 029-843-1211

宮﨑クリニック	 藤沢 964-2 029-830-6800

山手医院	 国分町 7-6	 029-835-3388

山中内科クリニック	 中村南 5-30-39	 029-843-0870

淀縄医院	 大町 11-34	 029-822-5615

わたひきクリニック 桜町 3-5-1-2 029-827-1005

土浦市の医療機関（カナ順）

伊東クリニック 下稲吉 2633-172 0299-59-1187

太田内科医院 下稲吉 1285 0299-59-2026

川島医院 深谷 3656-1 029-897-1237

酒井医院 宍倉 4469 029-897-1006

白井こどもクリニック 稲吉 2-14-11 029-831-3803

市内の医療機関（カナ順）
高木内科医院 稲吉東 1-15-1 029-832-2020

久松皮膚科医院 上稲吉 1756-2 029-830-1300

三輪眼科 稲吉 5-19-10 029-833-0030

矢原診療所 宍倉 6167-1 029-831-8576

吉田茂耳鼻咽喉科 下稲吉 3808-1 029-834-8200

問い合わせは　総務省茨城県テレビ受信者支援センター（デジサポ茨城）☎ 029-303-2601（10:00 ～ 18:00）

　総務省では、地上デジタル放送を受信するために、必要な情報を提供するとともに、具体的な質問にお

答えする説明会・相談会を開催します。会場ではデジタルテレビ・デジタルチューナ・リモコン・UHF ア

ンテナなどを展示し、実際に触れて体験することができます。

　平成 22 年 1 月中～下旬には総務省から各家庭に説明会開催の通知が日本郵便

の配達地域指定ゆうメールで配達されます。

●説明会・相談会日程
会　場 開催日 開始時間（60 分程度）

千代田公民館 2 月  24 日（水）28 日（日） 10:00 ～ ,13:00 ～ ,15:00 ～
あじさい館 2 月  25 日（木）28 日（日） 10:00 ～ ,13:00 ～ ,15:00 ～
やまゆり館 2 月  26 日（金）27 日（土） 10:30 ～ ,13:30 ～ ,15:30 ～

地上デジタル放送説明会・受信相談会を開催

地上デジタル放送についてご不明な点を相談できます
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方⇒

保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
一
部
助
成
対
象
の
方

・
妊
婦

・
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

・
幼
児
（
１
歳
～
就
学
前
）

・
１
歳
未
満
児
の
保
護
者

・�

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

に
相
当
す
る
年
齢
の
方

・
65
歳
以
上
の
方

⇒

か
す
み
が
う
ら
市
内
、
石
岡

市
内
、
土
浦
市
内
の
医
療
機
関

の
窓
口
に
置
い
て
あ
る
申
請
書

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
助
成
額
＝
２
千
円
（
初
回
接

種
時
の
み
の
助
成
。
２
回
目
は

全
額
自
己
負
担
。
）
既
に
接
種

が
済
ん
で
い
る
方
は
、
領
収
書

（
原
本
）
、
接
種
済
証
（
医
療

機
関
発
行
）
、
銀
行
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の
、
印
鑑
を
お
持

ち
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
妊
婦
の
方
、
基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
は
、
ま
ず
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
そ
の
他
の
方
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
図
の

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認

し
、
予
約
を
し
て
か
ら
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

総務省が開催する無料の説明会です。機器の販売や契約などの勧誘などは一切ありません。

問
健
康
増
進
課

☎
０
２
９（
８
９
８
）２
３
１
２

11 月　　　　12 月　　　　1 月　　　　　2 月　　　　3 月

・妊婦
・基礎疾患を有する方（最優先）
・基礎疾患を有する方（その他）
・幼児（1歳～就学前）　2 回
・小学校 1～ 6 年生　2 回　　　　12/14 ～
・1歳未満児などの保護者　　　　  12/14 ～
・中学生　2 回　　　　　　　　　　　12/21～
・高校生（相当年齢）2 回、高齢者に順次接種

優
先
接
種
対
象
者
の

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※�接種回数など、今後変更に
なることがあります。

※�妊婦など、新規に対象になっ
た方は随時接種できます。

希望の方は

接種前に医療機関へ

予約しましょう

新型
インフルエンザ
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問い合わせは　環境保全課　☎内線 2514

市役所での温室効果ガスの排出量削減について

　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
無

　

市
で
は
、
快
適
で
住
み
よ
い
環
境

や
、
き
れ
い
な
川
・
湖
な
ど
美
し
い

自
然
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
要
望

に
よ
り
、
公
共
下
水
道
や
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水

の
整
備
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

供
用
開
始
が
さ
れ
て
い
る
区
域
で

は
、
３
年
以
内
に
接
続
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
接
続
さ

れ
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
接
続
工
事

は
、
市
の
条
例
に
よ
り
、
市
に
登
録

し
て
あ
る
「
排
水
設
備
指
定
工
事

店
」
が
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

問
下
水
道
課　

☎
内
線
２
６
３
７

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
方
は
、

利
用
期
間
が
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
期
間
内

に
余
裕
を
持
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
対
象
と
な
る
方
が
、
ク
ー
ポ
ン

券
を
使
わ
ず
に
受
診
し
た
場
合
は
、

検
診
料
金
を
払
い
戻
し
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
健
康
増
進
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課　

☎
内
線
５
２
０
０

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
の
ク
ー
ポ
ン
券
利
用

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
明
る
く

育
つ
環
境
や
、
子
育
て
に
喜
び
や
楽

し
み
が
持
て
る
地
域
づ
く
り
に
向

け
、
後
期
の
「
次
世
代
育
成
支
援
地

域
行
動
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
11
月
号

で
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
閲
覧
場
所
を
増
や
し
、
募
集

期
間
を
変
更
し
ま
す
。
訂
正
し
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
計
画
閲
覧
場
所
＝
子
ど
も
福
祉
課

（
千
代
田
庁
舎
）
、
霞
ヶ
浦
庁
舎
総

務
課
、
あ
じ
さ
い
館
、
中
央
出
張

所
、
宍
倉
出
張
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

▽
行
政
情
報
▽
意
見
公
募
手
続
）

◆
計
画
の
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間
＝

平
成
22
年
１
月
21
日
（
木
）
～
２
月

４
日
（
木
）

問
子
ど
も
福
祉
課　

☎
内
線
１
１
７
１

子
育
て
支
援
行
動
計
画
に

ご
意
見
を
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　市関連機関では、「かすみがうら市温暖化対策実行計画」を策定し、平成 19 年度か

ら温室効果ガスの排出量削減に取り組んでいます。なかでも、排出量の約 8 割が電

気使用量であることから、職員一人一人が、昼

休みの電気の消灯などを意識的に行なっていま

す。また、両面コピーによる用紙の削減、エコ

ドライブなどによるガソリンの削減などに努め

ています。

　平成 20 年度の温室効果ガスの排出量は、

4,069.8t となり、平成 19 年度と比較すると、

5.4% の削減となりました。

　今後も、冷暖房の設定温度や、ブラインドな

どの利用により、夏季や冬季の電気使用量の削

減に取り組んでいきます。

電気の使用
3,151.8t（77.5%）

Ａ重油
248.5t（6.1%）

ガソリン
208.6t（5.2%）

灯油
200.3t（4.9%）

液化石油ガス
134.2t（3.3%）

軽油
97.7t（2.4%）

メタン・一酸化
二窒素ほか
28.7t（0.6%）

平成 20 年度市関連機関の
温室効果ガス排出量と構成比

※�市関連機関には、庁舎のほか出張所などの出
先機関・福祉センター・公民館・学校を含み
ます。

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　
　

―
平
成
22
年
１
月
４
日
（
月
）
か
ら
千
代
田
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
―

　

平
成
18
年
に
旅
券
法
が
改
正
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
旅
券
事
務
の
市
町
村
へ
の
権

限
移
譲
が
可
能
に
な
り
、
茨
城
県
で

は
、
順
次
各
市
町
村
へ
の
移
譲
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
、
市
民
生
活
に
身
近
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
市
の
窓
口
で
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
近
隣
の
土
浦
市
、
石

岡
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
平
成
22
年

か
ら
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

●
開
設
期
日
＝
平
成
22
年
１
月
４
日

（
月
）か
ら

●
開
設
場
所
＝
市
民
課
千
代
田
窓
口

セ
ン
タ
ー
内　

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

●
取
扱
日
時
＝
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分

●
取
扱
内
容
＝
一
般
旅
券（
パ
ス

ポ
ー
ト
）の
発
給
申

請
受
付
と
交
付

※
パ
ス
ポ
ー
ト
は
県

が
作
成

●
対
象
者
＝
市
内
に

住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
。
ま
た
は
、
学

生
や
単
身
赴
任
な
ど

で
県
外
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
が
、
市

内
に
居
住
し
て
い
る

方（
居き

ょ
し
ょ所

申
請
）。

●
交
付
予
定
日
＝
申

請
日
か
ら
８
日
目
以

降（
土
曜
、
日
曜
、
祝

日
、
年
末
年
始
は
日

数
に
含
み
ま
せ
ん
。）

●
そ
の
他
＝
県
南
パ

ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
21
年

12
月
28
日
で
閉
鎖
し
ま
す
。〔
申
請

中
の
も
の
は
、
茨
城
県
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
水
戸
市
）で
受
領
〕

問
市
民
課
千
代
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
内
線
１
１
３
６

有効期間 10 年（20 歳以上のみ） 16,000 円
有効期間 5 年 11,000 円
有効期間 5 年（12 歳未満） 6,000 円
記載事項の訂正 900 円
査証欄の増補 2,500 円

※�収入印紙と茨城県収入証紙を合わせた金額です。
交付の際にパスポート窓口でも販売します。

■交付手数料

問い合わせは　環境保全課　☎内線 2513

　環境クリーンセンターで、ごみ収集車に積んだ不燃ごみが出火する事故がありました。出火の原因は、

焼けたごみの状況から、スプレー缶と考えられます。

　殺虫剤や化粧品などのスプレー缶の多くには、噴射するための高圧可燃性ガスが充てんされています。

ガスが残っていると収集作業中に漏れ出し、金属などの摩擦で発生

した火花で引火することがあります。

　危険防止のためカラースプレーやヘアースプレーなどの缶は中身

を使い切るか、風通しのよい火の気のないところで市販の道具を使

用するなどして缶に穴を開けてから集積所へ出してください。釘と

金づちで穴を開けると衝撃で火花が発生し、発火することがありま

すのでやめましょう。

スプレー缶類やライターのガスは必ず抜きましょう！

回収時の火災事故や爆発事故の防止に

　該当児童のいるひとり親家庭（母子家庭、父子家庭）
で祝品を希望される保護者の方は、お子さんの住所、氏
名、性別、生年月日、保護者名を 1 月 22 日（金）まで
に子ども福祉課（☎内線 1172）へ、ご連絡ください。
問茨城県母子寡婦福祉連合会　☎ 029-221-7505

ひとり親家庭のお子さんへ
（社）茨城県母子寡婦福祉連合会から
  入学祝品を贈呈します

■必要書類
・�申請書：両庁舎、各出張所の窓口にあります。
・�写真：縦 45 ㎜×横 35 ㎜のもの 1 枚／千代田庁舎ホー

ルの自動証明写真ＢＯＸもご利用できます（有料）。
・�戸籍謄抄本：本籍地が市内の方は、市民課窓口で交付申

請できます（有料）。本籍地が市外の方は、事前に該当市
町村で取得し申請時に提出してください。

  ※�有効期間内の申請で、氏名・本籍地などに変更がない場
合は提出不要です。

・�本人確認書類：パスポート（失効後 6 カ月以内のものを
含む）、運転免許証、写真付住民基本台帳カードなど

・�前回発行パスポート：持っている方

※�市民の方は住民票の提出が不要です。居所申請の方は、住民票やその他
必要な提出書類がありますので、詳しくは問い合わせください。
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お泊まりを通して親睦を深めましょう！
◆行き先　栃木県那須「お菓子の城」、福

島県いわき「アクアマリンふくしま」など

（福島県郡山市「ホテル華の湯」泊）

◆対象者　市内在宅の障がい児者家庭 40 人

◆参加費　1 人 4,000 円

◆申込締め切り日　1 月 8 日（金）までに

ご連絡ください。

※バスが霞ヶ浦保健センター、働く女性の家を経由します。
詳細は、後日参加者に連絡します。

申問・社会福祉協議会

　　　千代田支所　☎ 0299 ｰ 59 ｰ 5509
　　　霞ヶ浦支所　☎ 029 ｰ 898 ｰ 2527
　　・社会福祉課　☎内線 1165

１/　
（土 ･ 日）

かすみがうら市社会福祉協議会主催

在宅障がい児者「１泊交流会」

　

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
22
年

２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に

「
２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の

政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

ま
た
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
は
、

農
林
業
の
経
営
主
に
経
営
の
現
状
を

お
聞
き
す
る
「
農
林
業
経
営
体
調

査
」
と
地
域
の
実
情
に
精
通
し
て
い

る
方
に
農
山
村
地
域
の
現
状
を
お
聞

き
す
る
「
農
山
村
地
域
調
査
」
の
２

つ
の
調
査
が
あ
り
ま
す
。

　

１
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た

調
査
票
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査

内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

●
県
立
石
岡
一
高
定
時
制
成
人
特
例

◆
応
募
資
格
＝
県
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
方
で
、
中
学
校
ま
た

は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
て

い
る
方
。
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

で
満
20
歳
以
上
の
方
。

◆
受
付
期
間
＝
平
成
22
年
２
月
２
日

（
火
）
～
４
日
（
木
）

問
県
立
石
岡
一
高
定
時
制

☎
０
２
９
９
（
２
２
）
４
１
３
５

●
県
立
水
戸
南
高
校
通
信
制
課
程

　

以
前
に
在
籍
し
て
い
た
高
校
の
単

位
を
生
か
し
、
幅
広
い
年
代
の
方
が

学
習
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間
＝
一
般
入
学:

平
成
22

年
３
月
12
日
（
金
）
～
３
月
25
日

（
木
）
／
編
・
転
入
学:

平
成
22
年

２
月
15
日
（
月
）
～
２
月
19
日
（
金
）

問
県
立
水
戸
南
高
等
学
校

☎
０
２
９
（
２
４
７
）
４
２
８
４

●
県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院
（
追
加
）

◆
応
募
資
格
＝
高
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
見
込
み

含
）
な
ど
。

◆
受
付
期
間
＝
平
成
22
年
１
月
26
日

（
火
）
ま
で

問
県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９
（
８
４
１
）
３
５
５
１

●
放
送
大
学
４
月
生

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
方
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
方

が
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。

◆
受
付
期
間
＝
平
成
22
年
２
月
28
日

（
日
）
ま
で

問
放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
（
２
２
８
）
０
６
８
３

す
。

問
霞
ヶ
浦
庁
舎
総
務
課

☎
内
線
２
２
０
７
・
２
２
０
８

《
参
考
》
農
林
水
産
省
・
農
林
業
セ

ン
サ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｈ
Ｐ

http://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/
tokei/census/afc/index.htm

l

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

《
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
》

生
徒
募
集

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
は
、
「
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
」
「
ア
ル
バ
イ
ト
」

「
嘱
託
」
「
契
約
社
員
」
「
臨
時
社

員
」
な
ど
の
名
称
に
関
わ
ら
ず
、
正

社
員
に
比
べ
て
１
週
間
の
所
定
労
働

時
間
が
短
い
働
き
方
の
場
合
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
が
、
事

業
主
と
の
間
で
、
労
働
条
件
に
関
し

て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
２
９
（
２
２
４
）
６
２
８
８

◆
日
時
＝
平
成
22
年
１
月
30
日

（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
半
／

２
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
半
～
午

後
４
時
半

◆
場
所
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
茨
城

（
茨
城
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ

ー
）
常
総
市
水
海
道
高
野
町

◆
内
容
＝
「
創
業
の
動
向
と
心
構
え

ー
創
業
・
起
業
に
必
要
な
諸
手
続
き

ー
」
ほ
か
４
つ
の
講
演

◆
参
加
費
＝
無
料

問
茨
城
県
女
性
青
少
年
課

☎
０
２
９
（
２
３
３
）
３
９
８
２

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

を
ご
存
じ
で
す
か
？

女
性
の
た
め
の

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

２３
･ 24
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11
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び

●
12
ペ
ー
ジ「
読
書
週
間
・
市
民
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
２
０
０
９
入
賞
者
紹

介
」
記
事
で
、
剣
道
の
小
学
５
・
６
年
生

の
入
賞
者
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤
：
大
島
大
樹　
　

正
：
小
島
大
輝

●
23
ペ
ー
ジ「
シ
ル
バ
ー
人
材
で
広
が
る

仲
間
の
輪 

私
の
元
気
の
源
」記
事
で
シ
ル

バ
ー
人
材
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

正
：
０
２
９
（
８
４
０
）
８
１
３
０

　
　
　
　
　
　
　

  

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
ま

す
。
こ
の
名
簿
は
、
有
権
者
か
ら
の

申
請
に
基
づ
い
て
調
製
す
る
「
申
告

調
製
名
簿
」
で
す
。
申
請
後
、
申
請

内
容
の
審
査
を
経
て
、
３
月
31
日
に

選
挙
人
名
簿
へ
登
録
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
者
＝
平
成
22
年
３
月
31
日
現

在
に
お
い
て
20
歳
以
上
の
方
（
平
成

２
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
で
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
方
と
そ
の
同
居
の
親

族
お
よ
び
配
偶
者
。
（
同
居
の
親
族

お
よ
び
配
偶
者
は
年
間
を
通
し
て
60

日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方
）

◆
申
請
方
法
＝
現
在
の
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
12
月
末
頃
ま

で
に
世
帯
ご
と
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
同
封
の

返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
新
た
に
申
請
す
る
場
合

な
ど
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
告
登
載
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
選
挙
権
が
失
わ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限
日
＝
平
成
22
年
１
月
10

日
（
日
）

◆
申
請
先
＝
農
業
委
員
会
事
務
局

（
返
信
用
封
筒
を
ご
利
用
に
な
ら
ず

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
録
を

に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
場
合
は
、

両
庁
舎
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
お
預
か
り
し

ま
す
。
）

問
・
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
内
線
２
７
０
３

・
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）　

☎
内
線
１
５
２
３

事
業
主
の
方
は

償
却
資
産
の
申
告
を

　

市
内
で
事
業
を
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
に
所
有
し
て
い

る
事
業
用
資
産
（
償
却
資
産
）
を
申

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
該
当
す
る
資
産

①
構
築
物
（
広
告
塔
な
ど
の
看
板
、

給
排
水
設
備
、
舗
装
路
面
、
門
・
塀

な
ど
の
外
構
工
事　

な
ど
）

②
機
械
お
よ
び
装
置(

電
気
工
作
機

械
、
駐
車
場
機
械
装
置
な
ど
）

③
船
舶
（
貨
物
船
、
客
船
、
ボ
ー
ト
、

釣
り
船
な
ど
）

④
航
空
機
（
グ
ラ
イ
ダ
ー
含
む
）

⑤
車
両
お
よ
び
運
搬
具
（
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
、
構
内
運
搬
車
、
台
車
な
ど

で
、
自
動
車
、
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
と
な
る
資
産
を
除
く
）

⑥
工
具
、
器
具
お
よ
び
備
品
（
検
査

工
具
、
パ
ソ
コ
ン
、
ロ
ッ
カ
ー
、
レ

ジ
ス
タ
ー
、
机
い
す
、
冷
蔵
庫
な
ど
）

◆
提
出
書
類
＝
償
却
資
産
申
告
書
お

よ
び
種
類
別
明
細
書

◆
提
出
期
限
＝
平
成
22
年
２
月
１
日

（
月
）

問
税
務
課　

☎
内
線
１
１
２
６

問い合わせは　郷土資料館　☎ 029-896-0017

郷土資料館の 新年 のイベント

イベント 内　容

クイズラリー
【日時】1 月 2 日（土）・3 日（日）

特別展「かすみがうら市の幕末」に関する問題に全問正解す

ると賞品がもらえます。
【賞品】特別展展示解説書（定価 150 円）、天狗党が終焉を迎えた地の福
井県敦賀市の砂（日本三大松原の一つ「気比の松原」の砂）、古代米（江
戸時代に水戸南郡の上々米と呼ばれた「田伏米」の地で生産）のいずれか。

郷土資料館特別展記念講演会

「幕末のかすみがうら市の地域」
【日時】１月 10 日（日）13:30 ～

◆講師　茨城県立歴史館首席研究員　永井博氏

◆会場　農村環境改善センター　大会議室

郷土資料館特別展記念史跡学習会

天狗党と新撰組関連史跡巡り
①【日時】1 月 13 日（水）13:00

郷土資料館集合
②【日時】1 月 21日（木）13:00

千代田庁舎集合

①天狗党関連史跡巡り　②新撰組関連史跡巡り
◆講師　当館学芸員

◆見学場所　太宰清右衛門・服部本英・宮本主馬之助の墓、竹内百太
郎家、芹沢鴨生家など

※各コース 30 人程度を募集しています。

伊達政宗甲冑記念写真撮影
【日時】1 月 16 日（土）・17 日（日）

◆甲冑記念写真：伊達政宗の甲冑を親子で着て、天守閣をバ
ックに新年の意気込みを語り記念写真を撮影しよう！

気比の松原の様子

試着用：伊達政宗の甲冑モデル

有料広告欄
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国
民
年
金
ニ
ュ
ー
ス
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戸
籍
の
ま
ど
ー
11
月
１
日
～
30
日

　
　

  　

届
出
分(

敬
称
略)

ー

　

(

希
望
に
よ
り
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。)

　

老
齢
福
祉
年
金
は
、
昭
和
36
年
４
月
に
年
金
制
度
が
発
足
し

た
当
時
、
す
で
に
高
齢
で
あ
っ
た
た
め
に
、
老
齢
年
金
の
受
給

資
格
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
年

金
で
す
。
該
当
さ
れ
る
場
合
は
国
保
年
金
課
で
申
請
で
き
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者
＝
①
ま
た
は
②
に
該
当

　

す
る
方

①
生
年
月
日
が
明
治
44
年
４
月
１
日
以

　

前
の
方

②�

生
年
月
日
が
明
治
44
年
４
月
２
日
～

　

大
正
５
年
４
月
１
日
ま
で
の
方
で
、

　

保
険
料
納
付
済
と
保
険
料
免
除
期
間

　

を
合
算
し
た
期
間
が
生
年
月
日
に
応

　

じ
て
下
表
の
期
間
を
超
え
て
い
る
方

　

た
だ
し
、
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納

　

付
済
期
間
が
１
年
未
満
の
場
合
の
み

◆
年
金
の
支
給
が
全
部
ま
た
は
一
部
停

　

止
さ
れ
る
場
合
と
は

・�

受
給
者
が
、
恩
給
法
に
よ
る
年
金
、
労
災
保
険
法
に
よ
る
年

金
ま
た
は
被
用
者
年
金
各
法
に
よ
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る

場
合

・
受
給
者
の
所
得
が
限
度
額
を
超
え
る
場
合

・�

受
給
者
の
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
限

度
額
を
超
え
る
場
合

・
海
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
な
ど

◆
年
金
額
＝
４
０
万
５
８
０
０
円
（
平
成
21
年
度
）

問
国
保
年
金
課　

☎
内
線
１
１
４
６

今
月
の
テ
ー
マ

「
老
齢
福
祉
年
金
と
は
」

いばらき読書フェスティバル２００９
読書感想文コンクール 感謝状

月に 10 冊以上本を読
む佐藤さん。『てとてとて
とて』の感想文で受賞。
「これからもいっぱい本
を読みたい。」と喜びを
語ってくれました。

（11 月1日付）

平成 7 年から選挙管理委
員会委員として、平成 19
年からその委員長として選
挙の管理執行および啓発
に努めた功績に対し感謝
状が贈られました。（写真右）

（11 月3日付）

★茨城県知事賞【小学校低学年の部】

佐
さ と う

藤  はるかさん（宍倉）
宍倉小学校 2 年

☆☆☆有料広告を募集中 / 広聴広報課　☎内線 1151☆☆☆

▪�第2回かすみがうら市長杯
　少林寺拳法大会　〔10 月 25 日　わかぐり運動公園〕

成績：�【小学生見習い～ 7 級の部】安達友崇・深谷拓仁（茨城千代田）【小学生 6 級～ 4 級の

部】酒井仁貴・長谷部光紀（常陸小川）【小学生 3 級～有段の部】宮西紘典・三河睦（波
崎）【小学生単独演武の部】三河睦（波崎）【小学生団体演武の部】茨城出島支部Ａチー
ム【中学生段外の部】広瀬圭太郎・羽方瑞樹（茨城千代田）【中学生有段の部】高谷誠佑・
坂本拓哉（茨城千代田）【中学生単独演武の部】宮西智典（波崎）【一般・高校生の部】
塚原千秋・原部みゆき（土浦南）【一般単独演武の部】高橋比闘士（石岡商業高校）【一
般団体演武の部】斉藤他 5 人（茨城石岡）【男子マスターズの部】工藤慎一・吉村俊彦（茨
城千代田）【弁論の部】山内遙（茨城千代田） 最優秀賞のみを記載しています

★総務大臣感謝状
山
やまぐち

口  正
ま さ お

男さん（牛渡）
市選挙管理委員会委員長

生年月日 期間
明治 45 年 4 月 1日以前 4 年
明治 45 年 4 月 2 日～大正 2 年 4 月 1日 5 年
大正 2 年 4 月 2 日～大正 3 年 4 月 1日 6 年
大正 3 年 4 月 2 日～大正 5 年 4 月 1日 7 年

生年月日により必要とされる
納付済と免除の合算期間

◆
利
用
時
間
＝
24
時
間（
管
理
人
は
、

午
前
６
時
～
９
時
、
午
後
６
時
～
９

時
の
間
常
駐
し
て
い
ま
す
。）

◆
申
込
方
法
＝「
市
自
転
車
駐
車
場

利
用
登
録
申
請
書
」・
ま
た
は「
市
自

動
車
駐
車
場
利
用
登
録
申
請
書
」
を

記
入
し
、
直
接
申
込
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

定
期
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

◆利用料
・駐輪場＝一般 2,200 円、学生 1900 円 / 月
・駐車場＝ 5,500 円 / 月

西口 P
P

家具屋

食 堂駐車場

駐輪場

東口

神立駅

◆申込窓口
都市整備課（霞ヶ浦庁舎）☎内線 2603 ～ 2605 ／千代田窓口センター☎内線

1132 ～ 1134 ／中央出張所☎ 029-831-6399

市
営
駐
輪
・
駐
車
場

有料広告欄 有料広告欄

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた方の

氏名・大字などを掲載していますが、不正使

用や目的外使用防止の観点から、ホームペー

ジ上での掲載はいたしませんのでご了承く

ださい。
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●かすみがうら市役所 　FAX 0299-59-2130
　☎0299-59-2111　☎029-897-1111　
　※�どちらにおかけになっても庁舎間を内線電話で転送します。

●市福祉事務所　FAX 0299-59-2186
●健康増進課（霞ヶ浦保健センター）　 ☎029-898-2312
●教育委員会（美並地区公民館）　☎029-898-2016

●中央出張所  ☎ 029-831-6399
●宍倉出張所  ☎ 029-832-3696
●あじさい館  ☎ 029-897-0511
●やまゆり館  ☎ 029-832-5601
●水道課（浄水場）  ☎ 029-897-1346
●郷土資料館  ☎ 029-896-0017
●雪入ふれあいの里公園  ☎ 0299-59-7000
●千代田公民館  ☎ 0299-59-5252
●環境クリーンセンター　☎0299-59-4649
●西消防署　☎0299-59-5111
●東消防署　☎029-897-0119
●社会福祉協議会  ☎ 0299-59-5509

テレ フォン
ガ イ ド ☎
TELEPHONE GUIDE

http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/

かすみがうら市ホームページ
◇パソコンで

◇携帯電話で
http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/mobile/

携帯電話用ＱＲコード
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1月
日時・場所 内容・対象

1 月 22 日（金）
10:00 ～ 11:30
さくら保育所

【予約】1 月 12 日（火）～

《ホールであそぼう！》
飲み物持参

【対象】1 歳～就学前児とその
保護者。

1 月 28 日（木）
10:00 ～ 11:30

新治児童館
【予約】1 月 18 日（月）～

《新聞紙で遊ぼう》
飲み物持参

【対象】1 歳～就学前児とその
保護者。

【予約・問い合わせ】

やまゆり館　☎ 029-832-5601（予約は 9:00 ～）

「子育て相談室」の日時・場所
1 月 14 日（木）・26 日（火）

9:00 ～ 11:00、14:00 ～ 16:00　
やまゆり館相談室　【予約】1 月 5 日（火）～

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9 

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（千公）読み聞かせ会
（つくしんぼ）
16:00 ～稲吉児童館

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（観）消費生活相談
9:00 ～勤労青少年ホーム

（健）にこにこ教室
（要予約）10:00 ～
千代田保健センター

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（雪）初春ウオーキング
9:00 ～ 雪入ふれあ
いの里公園

（図）石のスープの会
お正月遊び
14:00 ～ あじさい館

（観）消費生活相談
9:00 ～勤労青少年ホーム

10 11 12 13 14 15 16

（生）成人式
12:00 受付 13:00 開式
千代田公民館

（郷）「かすみがうら市幕
末群像」記念講演会
13:30 ～改善センター

（消）出初式
9:30 ～多目的運動広場
10:30 ～多目的会館

（郷）古文書講座⑧
13:30 ～郷土資料館

（子）育児相談（要予約）
15:00 ～わかぐり保育所

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（郷）天狗党関連史跡
巡り（要予約）13:00 ～

（社協）心配ごと相談
13:30 ～働く女性の家

（観）消費生活相談
9:00 ～勤労青少年ホーム

（社福）法律相談
13:00 ～働く女性の家
※予約は１/４　8:30 ～

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（健）家族一緒のマタ
ニティ教室（要予約）
9:30 ～
千代田保健センター

（観）消費生活相談
9:00 ～勤労青少年ホーム

17 18 19 20 21 22 23

（雪）バードウォッチング
9:00 ～ 雪入ふれあ
いの里公園

（郷）霞ヶ浦学講座③
13:30 ～郷土資料館

（健）こころの相談
（要予約）13：30 ～霞ヶ浦保セ
（健）成人健康相談
13:00 ～霞ヶ浦保健セ

（健）はぐくみルーム
（要予約）9:30 ～霞ヶ浦保セ
（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（千公）読み聞かせ会
（つくしんぼ）
16:00 ～大塚児童館

（健）4 ヶ月児健診
13:00 ～（H21. ９月生）
千代田保健センター

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（観）消費生活相談
9:00 ～勤労青少年ホーム

（郷）新撰組関連史跡
巡り（要予約）13:00 ～

（健）にこにこ教室
（要予約）10:00 ～
千代田保健センター

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（健）めだか教室
13:00 ～（１･2 歳児相談）
霞ヶ浦保健センター

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（観）消費生活相談
9:00 ～勤労青少年ホーム

25 26 27 28 29 30

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（農業）農地相談
（予定・要予約）9:00 ～
（農業）総会15:00 ～
（健）3 歳児健診
13:00 ～（H18. ９月生）
霞ヶ浦保健センター

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（社協）心配ごと相談
13:30 ～あじさい館

（観）消費生活相談
9:00 ～勤労青少年ホーム

（社福）法律相談
13:00 ～あじさい館
※予約は1/４　8:30 ～

（健）1歳 6 ヶ月児健診
13:00 ～（H20. ６月生）
霞ヶ浦保健センター

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（観）消費生活相談
9:00 ～霞ヶ浦庁舎

（観）消費生活相談
9:00 ～勤労青少年ホーム

平成
22年

1月　休日緊急診療所　（受付時間　9:00～ 11:30／ 13:00～ 15:30）

【外　科】

１日
２日
３日
10日
11日
17日
24日
31日

石岡第一病院
石岡循環器科脳神経外科病院
石岡市医師会病院石岡循環器科脳
友部整形外科
滝田整形外科
渡辺クリニック
府中クリニック
田中クリニック

☎0299-22-5151
☎ 0299-58-5211
☎ 0299-22-4321
☎ 0299-26-2339
☎ 0299-23-2071
☎ 0299-26-7633
☎ 0299-22-2146
☎ 0299-23-2288

【内　科】
【小児科】

緊急診療所（石岡市医師会病院内） ☎0299-23-3515
診療日　１，２，３，10，11，17，24，31日

1月　夜間緊急診療所　（受付時間　19:00～ 22:30）
【内　科】
【小児科】

緊急診療所（石岡市医師会病院内） ☎0299-23-3515
診療日　１，2，3，9，10，11，16，17，23，24，30，31日

A�＝志筑 ･新治 ･稲吉 1～5 丁目 ･
　　 稲吉東 1～6 丁目 ･角来
B�＝七会 ･千代田ハウス～大塚団地～
 　　逆西11区周辺 ･稲吉南 1～3 丁目
C＝ 美並･佐賀･安飾地区
D�＝下大津 ･牛渡 ･志士庫地区

ごみ収集地区一覧 ごみの表記
●プラ他
＝�プラスチック・
　ダンボール・新聞
●ペットボトル他
＝��ペットボトル
　・雑誌・古布

緊
急
診
療
所（
土
浦
地
区
）

緊
急
診
療
所（
石
岡
地
区
）

1月　休日緊急診療所　（受付時間　9:00～ 11:30／ 13:00～ 15:30）

【外　科】

1日
2日
3日
10日
11日
17日
24日
31日

伊野整形外科医院
県南病院
野上病院
東郷クリニック
岡田整形外科クリニック
黒井整形外科医院
三田医院
松橋医院

☎029-821-6028
☎ 029-841-1148
☎ 029-822-0145
☎ 029-843-7770
☎ 029-825-3377
☎ 029-826-2210
☎ 029-842-6111
☎ 029-831-7331

【内　科】

1日
2日
3日
10日
11日
17日
24日
31日

山手医院
さくら内科クリニック
山中内科クリニック
烏山診療所
荒川沖診療所
小林医院
松本内科医院
神立病院

☎029-835-3388
☎ 029-835-3233
☎ 029-843-0870
☎ 029-843-0331
☎ 029-843-0859
☎ 029-831-6688
☎ 029-843-1211
☎ 029-831-9711

A 粗大ごみ
CD不燃・カン

ご み
A�可燃
B 不燃・カン
CD茶色ビン

ご み
A�茶色ビン
B 可燃
D 可燃

ご み

A�B ペット
　　ボトル他
CD不燃・カン

ご み

A�不燃・カン
B 可燃
CD 可燃

ご み

A�無色ビン
B 可燃
D 可燃

ご み

A�可燃
B 茶色ビン
C 可燃

ご み

B 粗大ごみ
�CD不燃・カン

ご み

A�可燃
B プラ他
CD 無色ビン

ご み

A�茶色ビン
B 可燃
D 可燃

ご み

A�可燃
B 無色ビン
�C 可燃

ご み

A�可燃
B 茶色ビン
C 可燃

ご み

A その他ビン
B 可燃
D 可燃

ご み
A�B ペット
　　ボトル他
CD不燃・カン

ご み

納付期限2月1日
国民健康保険税　　第8期
後期高齢者医療保険料　第7期
保育料・上下水道料1月分

おしらせカレンダーおしらせカレンダー
（健）＝健康増進課　（郷）郷土資料館　（社福）＝社会福祉課

（千公）＝千代田公民館　（子）＝子ども福祉課　（消）＝消防本部

（社協）＝社会福祉協議会　（生）＝生涯学習課

（農業）＝農業委員会事務局　（雪）＝雪入ふれあいの里公園　1 月

A�可燃
B 不燃・カン
CDその他ビン

ご み

A�可燃
B その他ビン
�C 可燃

ご み

A�プラ他
B 可燃
CD 可燃

ご み

A�不燃・カン
B 可燃
CD 可燃

ご み

A�プラ他
B 可燃
CD 可燃

ご み

A�可燃
B プラ他
CD 粗大ごみ

ご み

CD プラ他
ご み

CD ペット
　　ボトル他

ご み

CD プラ他
ご み

※その他の医療機関をお探しの方は ･･･ 茨城県救急医療情報コントロールセンター　☎029-241-4199

生涯学習課からのお知らせ
（問☎内線 3023）

あじさい館ホール展示スケジュール

◆ 1 月 5 日（火）～ 1 月 31 日（日）
　茨城県立土浦養護学校『平成 21 年度ふれあい作品展』

◆ 2 月 2 日（火）～ 2 月 28 日（日）
　『生きた造花　繭アート展』まゆクラフト研究会

◆ 3 月 2 日（火）～ 4 月 4 日（日）
　アーティフィシャルフラワーアレンジメント作品展
※�あじさい館休館：毎週月曜日（月曜日が祝日のときはその翌日）

問土浦警察署　☎ 029-821-0110

　

１/10 は「110 番の日」

●メイン標語

いち早く　いそがず慌てず　れい静に
1　　　  　1　　　 　　　　 0

●サブ標語

悩むより　かけて安心　＃９１１０

110 番は事件・事故にあったときや目撃したときに警察へ
緊急の通報をするための手段です。
緊急を要さない要望・相談は警察安全総合相談センターへ
☎  ＃９１１０（029－ 301－ 9110）

街頭キャンペーン
1月8日（金）16：00～ 17：00
イオン土浦ショッピングセンター

110 番 6 つのポイント
❶�事件ですか、事故ですか
❷それはいつですか
❸場所はどこですか
❹犯人は見ましたか
❺現場はどうなっていますか
❻あなたのことを教えてください

携帯電話から 110 番するときは
●市外局番なしで「110」をプッシュしてく
ださい。
●通報場所付近の会社やお店または電柱番
号を教えてください。
㊟携帯電話をかけながらの運転は禁止され
ています。

体育協会からのお知らせ

（問スポーツ振興課　☎内線 3029）

◉出島ジュニアスキースクール
◆日時　2 月 13 日（土）日帰り
◆場所　福島県グランデコスノーリゾート

◆参加費　5,000 円（小学生以上）※ 30 人以上で催行

◉千代田スキースクール
◆日時　2 月 20 日（土）～ 21 日（日）
◆場所　尾瀬戸倉スノーワールド（スノボ参加可）
◆参加費  22,000 円 小学生は 21,000 円 ※ リフト券込

31

24

既存住宅は平成23年6月からの設置が義務となります。住宅用火災警報器

（郷）史跡学習
会（山本地区）
13:00 ～
上佐谷小
集合

展示の様子は
HP で閲覧できます

「市教育委員会」
　→「生涯学習課」
　　→「文化芸術」
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第21回

野焼きは認められているの？

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
役
所
各
課
に
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
の

質
問
や
提
言
に
対
し
て
法
律
や
市
の
制
度
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
野
焼
き
」

農林業にかかるものなど、一部の例

外を除いては禁止されています。A

Q

問い合わせは　環境保全課　☎内線 2515

　一般家庭での紙くずや廃プラスチックなどの焼却、草や枝の焼却といった野焼き（野外焼

却）は、一部の例外を除いて法律で禁止されています。地面に穴を掘っての焼却、ドラム缶

焼却、ブロック積み焼却なども同じです。野焼きは付近の住民の方への迷惑になったり、火

災や有害物質の発生の原因にもなりますのでやめましょう。また、一定の構造基準を満たし

ていない焼却炉についても使用が禁止されていますので注意しましょう。

焼却禁止の例外とは？
　次のような場合は例外的に焼却が認められています。

　①国や県、地方公共団体などが河川の管理を行うために伐採した草木などの焼却。

　②�震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、応急対策または復旧のために必要な

廃棄物の焼却。

　③風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却。（どんと焼きなど）

　④�稲わらや、伐採した樹枝、漁網に付着した海産物の焼却といった、農業、林業または漁

業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却。ただし、廃ビニールな

どは適正な処理をしてください。

　⑤�焚き火やキャンプファイアーなどの日常生活を営む上で通常行なっている軽微な廃棄物

の焼却。

　⑥風呂焚き、炭焼き窯、薪ストーブはごみ焼却炉にあたりません。

　野焼きは「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で禁止されています。違反した場合、５

年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金またはその両方に処せられます。

市
長
随
想

質
素
倹
約

　
昨
年
後
半
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
発
の
経

済
不
況
が
全
世
界
を
覆
い
、
将
来
へ
の

不
安
が
感
じ
ら
れ
る
。
戦
後
生
ま
れ
の

私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
技
術
革
新
や
経

済
の
成
長
に
よ
っ
て
利
便
性
が
高
ま

り
、
衣
食
住
の
私
生
活
や
社
会
生
活
が

豊
か
に
な
り
、
成
長
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
、
肌
で
体
験
し
て
き
た
た
め
、
現

在
の
変
化
に
不
安
や
不
満
が
生
じ
る
の

だ
ろ
う
。

　
過
去
に
も
苦
境
に
見
舞
わ
れ
た
事

実
は
、
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
先
人
は
苦
し
み
か
ら
抜
け
出
す

こ
と
を
模
索
し
、
学
び
を
深
め
た
。
江

戸
末
期
、
経
済
逼
迫
に
あ
え
ぐ
幕
府

の
執
っ
た
方
策
は
徹
底
し
た
「
質
素
倹

約
」
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
日
曜
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
天

地
人
』
が
放
送
さ
れ
た
が
、
戦
国
か
ら

江
戸
初
期
に
か
け
て
上
杉
家
の
名
家
老

と
言
わ
れ
た
直
江
兼か

ね
つ
ぐ続

の
生
き
方
と
国

づ
く
り
の
物
語
で
あ
る
。
豊
臣
方(

西

軍)

に
付
き
敗
れ
た
上
杉
家
は
、
お
家

取
り
つ
ぶ
し
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
会

津
藩
１
２
０
万
石
か
ら
米
沢
藩
30
万

石
の
小
大
名
と
し
て
国
替
え
さ
せ
ら
れ

た
。
民
を
大
事
に
し
て
い
た
た
め
、
誰

一
人
離
脱
せ
ず
、
米
沢
で
の
力
を
合
わ

せ
た
国
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
手
法
は
、
武
士
で
も
質
素
倹

約
と
汗
を
流
し
て
田
畑
を
開
墾
し
石
数

（
生
産
力
）を
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
伝
統
、
精
神
を
受
け
継
い
だ
上
杉

鷹よ
う
ざ
ん山

の
財
政
改
革
は
有
名
な
話
に
な

り
、
現
在
に
通
じ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　
日
本
は
成
長
の
時
代
が
終
わ
り
、
安

定
、
成
熟
社
会
に
入
っ
て
い
る
。
物
質

的
に
は
豊
か
に
な
っ
た
が
、
経
済
や
所

得
の
大
き
な
成
長
は
望
め
な
い
社
会
。

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
消
費
よ
り
自
然
や
倹
約
を
大
事

に
し
た
生
き
方
を
す
る
こ
と
が
、
豊
か

な
人
生
と
い
え
る
時
代
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

か
す
み
が
う
ら
市
長
　
坪
井
　
透

21

掘り出し物を探そう！
図書リサイクルコーナー

図書館だより
事業のご案内

　７月から図書館内にリサイクルコーナーを

設置しました。これは市民の方から寄贈して

いただいた本や、図書館で保存年限の過ぎた

雑誌を無料で配布しているものです。

　4 カ月間で 343 人が、1,450 冊の図書を有効

活用されました。図書館入り口付近に常設し、

いつでもお気軽にご利用できます。リサイク

ルの中にも宝物があるかも ･･･

問図書館　☎ 029-897-0647

コーナーは常設です。
ぜひご活用ください！

★近所で何か燃やしていて窓が開けられない ･･･

　　★煙の臭いが洗濯物について困る ･･･

　　毎年冬にかけて市役所に多くの相談が寄せられます。

罰
則

　

ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の

　
　
　
　
　
　
　

そ
し
て
悲
し
く
う
た
ふ
も
の

　

望
郷
の
切
な
い
悲
し
み
を
読
ん
だ
室む

ろ
う
さ
い
せ
い

生
犀
星
の

名
作
の
一
句
で
す
。
そ
ん
な
思
い
を
形
に
し
た
の

が
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
と
い
え
ま
す
。
「
ふ

る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」
感
謝
の
気
持
ち
を
生
ま

れ
育
っ
た
市
町
村
、
ま
た
は
現
在
の
住
所
地
に
寄

附
金
と
し
て
届
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
親
戚
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
に
も
、

こ
の
制
度
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

問
企
画
課　

☎
内
線
１
５
６
４

ふ
る
さ
と
納
税
で

市
の
応
援
を
！

「ふるさと応援市民」の輪を広げよう！

　※�例外的に認められている場合でも、野焼きは風の向きや強さ・時間帯・周辺の環境などに
十分配慮し、必要最低限にとどめてください。苦情などがあった場合は、生活環境保全上の
観点から、改善命令や行政指導の対象となります。
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ふ
る
さ
と
の
地
名
編

広報誌持参の方は資料館入館無料！！郷土資 料館

清
流
と
太
陽
の
肥
沃
な
土
地
柄

か
す
み
が
う
ら
市
西
部
に「
飯

田
」が
あ
り
ま
す
。
飯
田
は
、
江
戸

時
代
に
記
さ
れ
た『
新
編
常
陸
国
誌
』

に
よ
る
と
下
土
田
村
の
一
角
で
あ
っ

た
も
の
を
新
田
開
発
し
て
分
村
し
、

「
飯
田
新
田
」と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ

た
こ
と
が
最
初
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。後
に
新
田
と
い
う
表
記
を
抜
き
、

飯
田
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

飯
田
地
区
に
は
小
字
名
で「
弁

天
」と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
。
現

在
こ
こ
に
は
、
厳
島
神
社
が
あ
り
、

祭
神
と
し
て
宗む

な
か
た
さ
ん
じ
ょ
し
ん

像
三
女
神
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
以
前
は
地
名

が
示
す
よ
う
に「
弁
才（
財
）天
」と
い

う
仏
様
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
明

治
時
代
の
廃
仏
稀
釈
で
生
じ
た
現
象

で
、
代
表
的
な
も
の
は
牛ご

ず
て
ん
の
う

頭
天
王

（
仏
様
）か
ら
素す

さ
の
お
の
み
こ
と

戔
鳴
命（
神
様
）へ
と

変
化
し
た
八
坂
神
社
・
須
賀
神
社
・

素そ

が鵞
神
社
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

飯
田
地
区
の「
弁
天
」は
、
現
在
も
清

流
が
流
れ
て
お
り
、
こ
の
清
流
に
あ

や
か
る
た
め
水
の
神
で
あ
る
弁
天
を

祀
り
始
め
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
隣
接
し
て
太
陽
と
同
一
視
さ

れ
る
大
日
如
来（
現
在
は
天

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
）

も
祀
ら
れ
て
お
り
、
飯
田
地
区
で
は

水
と
太
陽
が
一
緒
に
な
っ
て
信
仰
さ

れ
て
き
た
歴
史
が
垣
間
見
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
飯
田
地

区
は
、「
飯
田
」の
名
の
通
り
、
清
流

と
太
陽
そ
し
て
肥
沃
な
土
地
柄
が
も

た
ら
す
、
豊
か
で
美
味
な
米
ど
こ
ろ

と
い
う
こ
と
か
ら「
飯
田
」と
い
う
地

名
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

現在のデータ

飯田は、千代田地区の
旧新治村に属し、住所
大字として使用されて
いる。梨・栗の作付が
多い地方。

千代田短歌会

　昭和も 50 年とならん年に、新治小学校の校長であ

った仁平佐武郎先生を初代会長に 20 人により結成さ

れたのが、千代田短歌会の歴史の始まりです。以来、

35 年の長きにわたって会員の短歌に対する気持ちは

熱く、毎月の短歌会は一度も休会することなく、す

でに 410 回を超えました。会員の 1 年間の詠草を合

同歌集「しまぎ野」として毎年発行しており、間も

なく第 35 号を記念特集号として発行する運びとなっ

ています。

　結成当時からの諸先輩たちのほとんどが黄
よ み

泉に逝
い

かれました。新しい会員を迎えたり、また、やむな

く退会されたりもありますが、これからもこの地を

人生の拠点として「和歌」という日本古来の短詩型

文学を学びつつ、講師の荒木富美

子先生の下、会員同士の「縁と

和」を大切に自分の心を 31 文字

に綴りながら、千代田短歌会を継

続していきたいと頑張っていま

す。

◆的場登志子（上土田）

　☎ 0299 ｰ 59 ｰ 3205

★★文化協会加盟団体紹介！★★

飯
い

い

だ田

　  

弁
べ

ん

て

ん天

1 ソフトバレーボール　火曜日（5・12 日を除く）
20：00 ～体育センター
2 グラウンドゴルフ体験　火曜日（5・12 日を除く）
9：00 ～あじさい館
3 弓道 1 人 10 回体験コース　木曜日
13：30 ～、17：00 ～（要事前申込）　多目的運動広場
4 リフレッシュ体操教室　8 日（金）22 日（金）
14：00 ～あじさい館
5 エンジョイスポーツデー　17 日（日）9：00 ～体育センター

1 新 ･ スポーツ広場　日曜日 9：00 ～千代田 B ＆ G
2 硬式テニス　日曜日 9：00 ～  第 1 常陸野公園
3 ピンポン　土曜日 12：30 ～／ 木曜日 19：00 ～ 千代田 B ＆ G
4 太極拳　水曜日 19：30 ～プルミエールひたち野 2 号館
5 ファミリーフットサル　日曜日 15：00 ～ わかぐり
6 よさこいソーラン　8 日（金）19：30 ～ 勤労青少年ホーム
／ 10 日（日）10：30 ～千代田Ｂ＆Ｇ
7 ウオーキング　29 日（金）上稲吉地区史跡探訪

1月
ー参加費ー
各日200 円

中学生以下100 円
会員無料

KSC

エンジョイ

クラブ
☎090-2420-7846問い合

わせ先
高田

☎090-2417-8502問い合
わせ先
大和

な か よ し

クラブ

かすみがうら　スポーツ　カルチャー
スキー部

　いよいよスノースポーツの季節！現在、市内には千

代田スキークラブ・出島スキークラブが、一般を対象

としたバスツアーや、少年団を対象としたスキー教室

を開催しています。各クラブのＳＡＪ公認指導員がレ

ベルにあった指導を行なっています。

　スノースポーツは、なんといっても汗をかいた後の

温泉が最高です。今シーズンも、それぞれツアーな

どを企画していますので、“心と体をリフレッシュ”

しながら、一緒にスノースポーツを楽しみましょう。

　ご興味のある方はご連絡ください。

◆スポーツ振興課　☎内線 3014

★★体育協会加盟団体紹介！★★

南
みなみ

中学校
ー壁画が語るかすみがうらー

■
き
っ
か
け
は
「
平
成
百
景
」

　

霞
ヶ
浦
の
帆
引
き
船
が
「
平
成

百
景
」
に
選
ば
れ
、
あ
ゆ
み
祭
り

実
行
委
員
会
で
巨
大
な
壁
画
を
作

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
壁
画
の
制

作
を
依
頼
さ
れ
た
の
が
南
中
の
美

術
部
で
し
た
。

■
完
成
ま
で
２
カ
月

　

６
月
中
旬
か
ら
、
専
門
家
や
大

学
生
の
指
導
を
受
け
、
制
作
を
行

い
ま
し
た
。
放
課
後
や
休
日
の
限

ら
れ
た
作
業
で
し
た
が
、
８
月
の

あ
ゆ
み
祭
り
に
は
、
そ
の
姿
を
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
縦
３
×
横
９
メ
ー
ト
ル

　

そ
の
後
、
壁
画
は
南
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
様
の
手
に
よ
っ
て
体
育
館
に

取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
郷
土
に

生
き
る
人
々
の
た
く
ま
し
さ
と
郷

土
を
彩
る
美
し
い
景
色
が
南
中
を

訪
れ
る
人
々
に
「
か
す
み
が
う
ら

の
素
晴
ら
し
さ
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ

ひ
一
見
し
て
く
だ
さ
い
。

所在地  深谷 3398 ｰ 2
校　長  菅澤庄治
生徒数  247 人
開　校  �昭和 34 年

" 郷土に生きるたくましさ”と "郷土の美しさ”を表現した壁画

俳
句

貴重な祭礼も実施され
る飯田地区の厳島神社

残
る	

菊
神
の
杜も
り

よ
り
鳥
の
声	

大
塚
隼
人	

（
新　

治
）

穭ひ
つ
じ
だ田	

や
小
町
の
里
の
硯
す
ず
り
い
し石	

か
の
う
栄	

（
宍　

倉
）

こ
の
湖う
み

を
目
指
し
白
鳥
来
た
り
け
り	

大
西
周	

（
稲
吉
東
）

柿
落
葉
艶
を
残
し
て
日
を
弾は
じ

く	

石
平
周
蛙	

（
市　

川
）

大
ク
レ
ー
ン
腕
伸
び
き
っ
て
冬
の
空	

石
塚
文
子	

（
牛
渡
下
郷
）

木
枯
し
や
ビ
ル
の
谷
間
に
葉
の
舞
え
り	

大
山
岩
男	

（
下
稲
吉
）

子
等
の
声
ふ
ん
わ
り
ふ
わ
り
干ほ
し
ぶ
と
ん

蒲
団	

福
井
か
つ
子	

（
宍　

倉
）

宴
会
の
グ
ラ
ス
に
滲に
じ

む
冬
灯あ
か
り	

松
沢
よ
志
の	

（
深
谷
二
）

合同歌集「しまぎ野」
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市内保育所（園）子ども
たちによるお遊戯披露

よさこいソーランのステージ披露

色香

音

TOWNS TOPICS
　

第
５
回
目
と
な
る
か
す
み
が
う
ら
祭
が
、

第
１
常
陸
野
公
園
・
千
代
田
公
民
館
で
開

催
さ
れ
、
過
去
最
多
の
６
万
人
の
人
出
と

な
り
ま
し
た
。
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や
郷
土
芸
能

発
表
、
ロ
バ
や
ア
ヒ
ル
の
「
ふ
れ
あ
い
広

場
」
な
ど
の
76
も
の
模
擬
店
や
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

模
擬
店
や
発
表
団
体
を
は
じ
め
、
祭
を

支
え
て
く
れ
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

市内外から６万人「かすみがうら祭」楽しむ11月 3日

帆引き船をイメージした祭壇に献花を供える参列者
（合唱：市内コーラスグループ“エコーくりの実”）

前列右から 3 番目が講師の木村きちさん
（下志筑）。竹屋として、月に千本を目標
に竹ほうきを作っていた頃もありました。

　

農
業
者
年
金
受
給
者
協
議
会
に
よ
る
、

竹
ほ
う
き
作
り
教
室
が
千
代
田
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
孟も

う
そ
う宗

竹
を
使

用
し
た
ほ
う
き
作
り
に
真
剣
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

高齢者 ほうきづくりに挑戦11月 25日 児童に防犯教室 11月 18日

　

下
大
津
小
学
校
で
、
土
浦
警
察
署
の
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
に
よ
る
防
犯

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
、
教
室

に
進
入
し
た
不
審
者
を
先
生
が
「
さ
す
又
」

で
取
り
押
さ
え
て
い
る
間
に
避
難
す
る
こ

と
や
、
簡
単
な
護
身
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

市
主
催
の
戦
没
者
追
悼
式
（
３
年
に
１

度
）
を
千
代
田
公
民
館
で
挙
行
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
遺
族
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
列

し
、
菊
の
花
を
祭
壇
に
供
え
、
９
８
０
余

柱
の
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
恒
久
平

和
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
に
は
、
戦
争
で
負
傷
し
た
方

や
遺
族
の
方
の
相
談
・
援
護
の
た
め
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談
員

が
必
要
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

戦
傷
病
者
相
談
員

　

戦
傷
病
者
の
福
祉
増
進
の
た
め
、
年
金
や

一
時
金
の
支
給
な
ど
、
戦
傷
病
者
の
更
生
に
か

か
る
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

　
　 

　 

辻
　
信
一
郎
相
談
員（
安
食
）

戦
没
者
遺
族
相
談
員

　

戦
没
者
遺
族
の
福
祉
増
進
の
た
め
、
地
域

の
実
情
に
精
通
し
た
相
談
員
が
、
遺
族
の
心

理
的
・
社
会
的
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

　  

山
内
　
庄
兵
衛
相
談
員
（
上
佐
谷
）

戦没者に追悼の誠を　「戦没者追悼式」を挙行11月 12日

「朝あけの湖面」齊
さ い と う

藤 一
い ち ろ う

郎さん（坂）

「霞ヶ浦の帆引き船」

大
お お く ぼ

久保 洸
こ う き

生さん（南中学校）

最優秀賞・市長賞（風景の部）

「霞ヶ浦水軍」田
た な か

中 公
こ う り ん

倫さん（土浦市）

「順風満帆」桜
さ く ら い

井 武
たけし

さん（加茂）

市観光協会長賞（帆引き船の部）

市観光協会長賞（風景の部）かすみがうら市商工会長賞かすみがうら市漁業協同組合長賞

「仲冬の陽に映える」飯
い い じ ま

嶋 清
きよし

さん（加茂）

優秀賞・市議会議長賞

第 9回霞ヶ浦帆引き船フォトコンテスト2009
入賞作品紹介

立た
つ
き木

寛ひ
ろ
ひ
こ彦

さ
ん

（
㈳
日
本
写
真
家
協
会
会
員  

日
本
旅
行
写
真
家
協
会
発
起
人
理
事
）

　

２
０
０
１
年
に
始
ま
っ
た

霞
ヶ
浦
帆
引
き
船
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
は
、９
年
間
も
継
続
さ
れ
来

年
は
節
目
の
10
周
年
を
迎
え
る
。

作
品
も
次
第
に
良
く
な
り
今
年

度
は
全
体
に
グ
レ
ー
ド
の
高
い

作
品
が
そ
ろ
っ
た
。
同
時
に
、
写

真
的
な
向
上
が
目
立
ち
「
ホ
ッ
」

と
す
る
心
の
ゆ
と
り
や
や
さ
し

さ
、
感
動
す
る
情
の
こ
も
っ
た
作

品
が
少
な
か
っ
た
。 

　

大
自
然
か
ら
生
ま
れ
る
太
陽

と
、
霞
ヶ
浦
の
湖
面
の
表
情
。
湖

霧
を
生
か
し
そ
こ
に
「
帆
引
き

船
」
が
写
し
出
さ
れ
る
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
な
撮
影
。
自
然
現
象
の
す

ば
ら
し
さ
を
味
方
に
付
け
、一
瞬

の
絶
景
を
狙
っ
て
く
だ
さ
い
。
素

晴
ら
し
い
作
品
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

沓く
つ
か
け掛

博ひ
ろ
み
つ光

さ
ん

　
　
　

（
筑
波
学
院
大
学
講
師
）

　

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
、
応

募
さ
れ
た
作
品
は
率
直
に
言
っ

て
、
全
体
的
に
レ
ベ
ル
が
上
り
、

底
辺
も
広
が
っ
た
と
い
う
印
象

を
受
け
た
。
応
募
者
各
人
が
常

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
ネ
ク
ス
ト
を

ね
ら
う
努
力
が
結
実
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。今
後
は
帆
引
き
船

に
加
え
、一
般
風
景
の
部
の
積
極

的
な
応
募
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

「ダイヤモンド富士」田
た い

井 俊
と し お

夫さん（稲吉東）

「夕映の帆」田
た い

井 俊
と し お

夫さん（稲吉東）

最優秀賞・市長賞（小中学生部門）審査員特別賞・霞ヶ浦河川事務所長賞

総勢 396 点の応募があったフォトコ

ンテストの入賞作品が選ばれ、11 月

21日の「霞ヶ浦帆引き船まつり」（あ

じさい館）で表彰式が行われました。

広報誌では、入賞作品の中から、9

点を紹介します。（帆引き船の部最

優秀賞は、表紙で紹介しています。）

審
査
員
講
評

「この腕で」加
か せ

瀬 雅
ま さ と し

俊さん（深谷）

知らない人に声をかけられたとき

の約束事「イカのおすし」

❶　行かない の乗らない お大声で

叫ぶ すすぐ逃げる し知らせる

問� 霞ヶ浦帆引き船まつり実行委員会 事務局　市観光商工課 ☎内線 2526 広報かすみがうら  H21.12

いまなお新鮮さ衰えぬかすみがうらの風物詩

香西かおり 桜井くみ子

イカ
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ます。（一部のコンビニには設置されていませんのでご理
解をお願いします。）

かすみがうら市の人口と世帯
平成21年12月1日現在

　 人口　44,235人
　 男 　22,373人
　 女 　21,862人
　世帯 　15,594世帯

皆さんの声をお聞かせください！

広報誌へのご意見・お気づきの点などをお寄せください。

メール・はがき・電話などいずれの方法でも結構です。

　

明
治
13
年
本
市
坂
出
身
の
折
本
良
平

に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
、
沿
岸
に
暮
ら
す

多
く
の
人
々
に
、
生
活
の
安
定
を
与
え

た
「
帆
引
き
網
漁
法
」
は
、
そ
の
後
、

漁
師
、
船
大
工
、
網
大
工
な
ど
、
霞
ヶ

浦
と
と
も
に
生
き
た
人
々
の
手
に
よ
っ

て
、
改
良
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
先
人
た
ち
の
知
恵
と
技
術
の
結
晶
で

あ
る
偉
大
な
功
績
を
文
化
的
遺
産
と
し

て
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
郷
土
資

料
館
に
展
示
・
収
蔵
さ
れ
て
い
る
船
、

網
、
帆
、
セ
ミ
な
ど
、
漁
具
20
点
を
指

定
し
ま
し
た
。

　

雪
入
区
が
所
有
す
る
「
雪
入
十
五
社

神
社
祭
礼
幕
」
は
、
文
政
年
間
（
江
戸

時
代
）
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
、
江
戸
期
に
全
国
で
流
行
し
た
鹿
島

踊
り
の
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
鹿
島

踊
り
と
は
、
本
県
の
鹿
島
神
宮
で
疫
病

退
散
の
た
め
に
舞
わ
れ
た
踊
り
で
、
後

に
全
国
に
流
布
し
た
も
の
で
す
。
幕
は

１
月
24
日
（
日
）
ま
で
、
水
戸
市
の
県

立
歴
史
館
「
鹿
島
信
仰
―
鹿
島
神
宮
と

鯰
絵
」
展
の
中
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
歴
史
館
の
休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）
、
年
末
年
始
（
12
月
28
日

～
１
月
１
日
）

投稿投稿
投稿写真募集中！！

家族やペット、珍しい物などあなたの
身の回りの写真をお待ちしています！

紅
も み じ

葉庭園
塚本 丈

た け お

夫さん （宍倉）

京都の苔寺に
あこがれ、もみじを

増やしています。
毎年 11 月下旬頃に

見頃を迎えています。

＆

かすみがうら市の

文化財に指定

先人たちの知恵と技術による漁法

帆引き網漁法の漁具

疫病退散のために舞われた踊りを表現

雪入十五社神社祭礼幕

　財団法人自治総合センターが実施している「コミュニティ助成

事業」を受け、角来区が山車の製作を行いました。同事業は、宝く

じの普及と住民の自主的な活動の促進を図り、地域の連帯感を醸

成する目的で行われているものです。角来区では、毎年 7 月に夏

祭りを実施。メインとなる山車を率いて、

地域住民の親睦融和を図っています。

コミュニティ助成事業で山車を製作（角来区）

（12月 1日指定）

▲帆を引くセミ（滑車）


